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　メタンは有機物の微生物分解または熱分解により生成し，その起源はメタンの炭素安定同位体比などから推

定できる．海洋へのメタンの主要な放出場であるメタン湧水では，湧出するメタンの起源を知ることで海底下

の生物地球化学プロセスや水循環について知ることができる．地質時代の古メタン湧水は，微生物が起こす嫌

気的メタン酸化によって形成されたメタン起源炭酸塩岩として地層中に保存される．メタン起源炭酸塩岩はメ

タン由来の炭素を引き継いでいるが，形成時に海水中の溶存無機炭素などメタン以外の炭素も取り込むた

め，炭酸塩岩の炭素同位体比から過去に湧出していたメタンの同位体比を推定することは難しい．本研究で

は，メタンの同位体組成をより直接反映していると考えられるメタン酸化古細菌の脂質バイオマーカーの炭素

同位体比をもとに，古メタン湧水のメタンの起源推定を試みた．分析には日本海側陸域11か所の下部中新

統～中部更新統より採集した古メタン湧水炭酸塩岩と，上越沖海底の熱分解メタンの湧出域で採取された現世

の炭酸塩ノジュールを用いた．すべての炭酸塩の初生的な組織は−64.7～−4.7‰（vs. VPDB）の幅広いδ13

C値を示し，微生物または熱分解メタンの両方が起源として考えられる．古メタン湧水炭酸塩岩より抽出した

バイオマーカーであるペンタメチルイコサン（PMI）はほとんどが−100‰より低いδ13C値を示したのに対

し，上越沖の現世炭酸塩ノジュールから抽出したPMIは−80‰というより高いδ13C値を示した．上越沖で湧出

するメタン（−36‰）と炭酸塩中のPMIとの炭素同位体分別は−44‰であり，この分別が過去も同じであった

と仮定すると，対象とした日本海側地域の古メタン湧水ではδ13C値が−50‰より低い微生物起源のメタンが湧

出していたと推定できる．このことは，対象とした古メタン湧水では海底下浅部で生成したメタンが供給され

ており，断層などの経路を通じた深部起源の熱分解ガスの海底への湧出はなかった可能性を示唆する．過去の

湧水中のメタンの同位体組成をより制約するため，炭酸塩中に残留しているメタンを抽出する試みも進行中で

ある．今後は炭酸塩の微量元素組成などの流体の起源指標と合わせて，古メタン湧水のメタンの起源を推定す

る必要がある．
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